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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月29日(2020.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述の問題点を解決するため、本発明に係る画像処理装置は以下の構成を備える。すな
わち、入力画像に基づいて、記録媒体上に画像を形成する画像形成部に提供するハーフト
ーン画像を生成する画像処理装置は、
　前記入力画像に対して、前記画像形成部による形成画像における鮮鋭性低下を補償する
ための回復処理を行う回復処理手段と、
　前記回復処理後の入力画像を用いて各画素の回復量を生成する生成手段と、
　前記回復量に基づいて、前記回復処理後の入力画像に対するハーフトーン処理を行い前
記ハーフトーン画像を生成するハーフトーン処理手段と、
を有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像に基づいて、記録媒体上に画像を形成する画像形成部に提供するハーフトーン
画像を生成する画像処理装置であって、
　前記入力画像に対して、前記画像形成部による形成画像における鮮鋭性低下を補償する
ための回復処理を行う回復処理手段と、
　前記回復処理後の入力画像を用いて各画素の回復量を生成する生成手段と、
　前記回復量に基づいて、前記回復処理後の入力画像に対するハーフトーン処理を行い前
記ハーフトーン画像を生成するハーフトーン処理手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
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　前記ハーフトーン処理手段は、前記回復量に応じてドットの打たれやすさを制御する
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記ハーフトーン処理手段は、前記回復処理後の入力画像における所定の領域ごとに各
画素に対してドットを配置するか否かを決定し、
　前記ハーフトーン処理手段は、前記所定の領域における少なくとも１つの画素について
、前記回復量が前記少なくとも１つの画素をより明るくすべきことを示す場合は、前記回
復量が前記少なくとも１つの画素をより暗くすべきことを示す場合に比べて、ドットが打
たれにくくなるように前記ハーフトーン処理を制御する
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記回復処理手段は、前記入力画像に対して、前記画像形成部による形成画像における
所定の周波数より低い低周波成分の鮮鋭性低下を補償するための第１の回復処理を行い、
　前記画像処理装置は、前記入力画像に対して、前記画像形成部による形成画像における
全周波成分の鮮鋭性低下を補償するための第２の回復処理を行う第２の回復処理手段を更
に有し、
　前記生成手段は、前記第１の回復処理後の入力画像と前記第２の回復処理後の入力画像
との差分画像を、前記回復量を示す回復量画像として生成する
ことを特徴とする請求項１から請求項３の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記生成手段は、更に、前記差分画像における所定幅未満かつ所定濃度未満の細線を検
出し、該検出された細線に対応する回復量の符号を反転し前記回復量画像とする
ことを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記ハーフトーン処理手段は、前記回復処理後の入力画像における所定の領域について
、前記所定の領域に含まれる各画素に対応する回復量に基づいて、前記所定の領域に含ま
れる各画素のドットの配置優先度を算出し、前記配置優先度に応じて前記所定の領域に含
まれる各画素に対してドットを配置するか否かを決定する
ことを特徴とする請求項１から請求項５の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記ハーフトーン処理手段は、前記回復処理後の入力画像における所定の領域について
、前記所定の領域に含まれる各画素の画素値に基づいて前記所定の領域に含まれる各画素
のドットの配置優先度を算出し、前記所定の領域における各画素に対応する回復量に基づ
いて、前記配置優先度を変更して前記ハーフトーン処理を行う
ことを特徴とする請求項１から請求項５の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記ハーフトーン処理手段は、前記第１の回復処理後の入力画像に対して、前記回復量
に基づいて有効ドットの配置優先度を変更したハーフトーン処理を行う
ことを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　原稿を読み取り前記入力画像を生成する読み取り部の周波数劣化特性を取得する取得手
段を更に有し、
　前記回復処理手段は、前記周波数劣化特性を利用して、前記入力画像に対して、前記画
像形成部による形成画像における全周波数成分の鮮鋭性低下を補償するための回復処理を
行い、
　前記生成手段は、前記入力画像と前記回復処理後の入力画像との差分画像を、前記回復
量を示す回復量画像として生成する
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　画像の拡縮処理を行う拡縮手段を更に有し、
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　前記読み取り部が第１の解像度で前記入力画像を生成し、前記ハーフトーン処理手段が
前記第１の解像度とは異なる第２の解像度で画像処理を行う場合、前記拡縮手段は、前記
入力画像と前記回復量画像とを前記第２の解像度となるよう拡縮し、前記ハーフトーン処
理手段は、前記拡縮手段により拡縮された前記回復量画像に基づいて、前記拡縮手段によ
り拡縮された入力画像に対するハーフトーン処理を行う
ことを特徴とする請求項９に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記第１の解像度が前記第２の解像度のＮ倍である場合、前記拡縮手段は、前記回復量
画像に対して、Ｎ×Ｎ画素の領域の画素値の合計値を算出し、該合計値が０以上であれば
該領域の画素値の最大値を前記拡縮された回復量画像の画素値として決定し、該合計値が
０未満であれば該領域の画素値の最小値を前記拡縮された回復量画像の画素値として決定
する
ことを特徴とする請求項１０に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記ハーフトーン処理手段は、前記入力画像から前記回復量画像を減算して得られる減
算画像に対して前記ハーフトーン処理を行う
ことを特徴とする請求項９から請求項１１の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　入力画像に基づいて、記録媒体上に画像を形成する画像形成部に提供するハーフトーン
画像を生成する画像処理方法であって、
　前記入力画像に対して、前記画像形成部による形成画像における鮮鋭性低下を補償する
ための回復処理を行う回復処理工程と、
　前記回復処理後の入力画像を用いて各画素の回復量を生成する生成工程と、
　前記回復量に基づいて、前記回復処理後の入力画像に対するハーフトーン処理を行い前
記ハーフトーン画像を生成するハーフトーン処理工程と、
を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１４】
　コンピュータを請求項１から請求項１２の何れか１項に記載の画像処理装置の各手段と
して機能させるためのプログラム。
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